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国立民族学博物館の情報体制と地質情報
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1.はじめに

地質調査所の情報にまつわる将来の体制を考える参考

として国立民族学博物館(以下民博と略す)を見学さ

せていただいた.館長は｢知的生産の技術｣で有名な梅

樟忠夫氏である.民族学とは何かをくわしくは理解して

いたいがあまりコンピュｰタの数値計算機能を使うよ

うだ分野ではないのではたいかと考えていた｡にもか

かわらずこの民博は欠きた計算機ツステムを持ちコ

ンピュｰタ民族学といわれる新分野を開拓していること

で知られている(日経コンピュｰタ1982.12.13号).地質

の分野も地質図という一種の図形を扱い博物学的た

要素を持っていることでは民族学とよく似ている面があ

り民博の研究情報にまつわる体制を実地に見学するこ

とで有益た示唆がえられるものと期待された.

以下は第五研究部コンピュｰタ民族学部門の杉田繁

治助教授と情報管理施設の佐々木隆夫標本整備係長の

説明及び要覧やパンフレット類からまとめたものであ

る.ここで紹介する図や写真も民博資料から転載また

は資料を変形させていただいた｡記して感謝する.

2.民族学と国立民族学博物館

民博は吹田市千里の万博跡地に昭和49年6月世

界の諸民族の社会と文化に関する最新の情報と知識を人

六に提供し人類についての認識と理解を深めることを

目的として創立された･昭和52年11月から一般公開さ

れさらに昭和54年3月には増築部分が完成して展示

が拡大されて現在に至っている.

民族学(文化人類学)とは世界の諸民族の社会と文化

について比較研究する学問である.民族学の研究は諸

民族の歴史衣食住世界観家族や社会の構造言語

宗教心理芸術技術たどについてフィｰルドワｰ

クで資試料を集めることによって行われる･

｢世界の民族の間でお互いの交流をはかるためには

それぞれのもつ慣習やものの考え方などをよく知って

いたげれぼなりません･そこにはじめて真の国際理解

が生まれてきます(民博パンフレット)｣とのことである.
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万博公園内の黒を基調とした4階建ての建物(黒川

紀章氏設計)は重六しく荘厳な感じさえ与える(図1)･

入口の浅い水まわりは透明で澄んでいた.展示フロア

ｰは2階だげだがたいへん広い.展示は地域別が基

本とたっているが言語や音楽だとの事項区分のものも

ある(図2)･ビデオテｰクという映像展示は大変ユニ

ｰクたものである(図3)･3階は図書室を含む情報

管理施設4階は研究老の研究室と実験室がある.1

階は試料の収蔵倉庫標本の計測室機械室などがある

(図4).

建物の延べ面積は38,580㎡でそのうち約7割が展示

と収蔵のスペｰスとたっている.ちたみに地質調査所の

筑波庁舎は実験棟を含めて延べ40,583㎡でほとんど似

た面積である.

図1国立民族学博物館の建物

左方が南側入り口は東に向いている(黒川

紀章武設計)･3階は少し小さいので4階に隠

れて見えたい.�
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図2展示の例

世界の諸民族の生活や文化をわかりやすく展示している.

3｡民族学における情報

民博では民族学で扱う情報をr文字･数値情報｣

｢音の情報｣｢画像情報｣の3つ(図5)に整理してそ

れぞれのシステムを考えている.メインは｢文字･

数値情報｣を扱うツステムで情報検索と情報処理･統

収㍍

々

特別収ら

映像･音響施設

研究･実験室

4階

電子計算機室

講堂･調整室
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図3ビデオテｰク

民博が開発した映像音響展示システム.約715種類

のビデオカセットテｰプ(各巻約15分)等を観覧者

がプ買グラム台帳から選択して視聴できる.指定さ

れたビデオテｰプは同ホットによって自動的に収納

場所から選び出されてデッキにかけられ終わると元

の場所に戻される.
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図4国立民族学博物館の階構成

1階は玄関ホｰル受付げ講堂試料

の収蔵倉庫標本の計測室機械室2階は

展示場管理部3階は図書室を含む情報

管理施設4階は研究者の研究室と実験室

などがある.

計処理だとが主体である.館の所蔵する標本･映像音

響資料などの整理と管理･保存にも利用され研究に役

立っている.これについてはデｰタベｰスの項で詳しく

述べる.

r音の情報｣を扱うシステムでは世界各地で収録さ

れた民族音楽や言語の情報を扱い音楽様式の比較研究

や話言葉の分析だとの研究に使用されている.楽譜

の自動作成や自動演奏発音などの周波数特性の図示

と解析などを行う.

｢画像情報｣を扱うシステムではランドサット衛星

写真から地表面の植生分布や土地利用などを研究する地

図システムさまざまだ民族資料の文様だとの色彩情報

を処理するカラｰ情報処理システム標本資料の自動計

地質ニュｰス383号�
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図5民族学における情報

民博では民族学で扱う情報をr文字･数値情報｣｢音

の情報｣r画像情報｣の3つに整理している.メインは

r文字･数値庸報｣である(民博資料を変形).

側や標本資料の比較研究に役立つ標本画像処理システム

たどがある.

まだデｰタベｰスにはたっていないがスライド4万

コマなども保存されており光ディスクを使った画像デ

ｰタベｰスが検討されている.画像の場合は一つ一

つの画像にインデックスタｰムを付けてそのインデッ

クスタｰムを検索することにたる.検索システムを検

討中ということらしい.ある研究事項を地図の上に

重ねてプロットする等のことは個別に各々の研究地域

で行われている.

IBMで統一されているが画像処理や音響処理のシス

テムはさまざまだメｰカの計算機が導入されている.

たかでも音響情報処理用のyAX11やPDP11は大き

い.画像処理システムでは光ディスク画像情報ファ

イル装置TOSFILE320をパソピア1600で制御してメイ

ンシステムにつないでいる.図6では画像処理シス

テムから標本画像処理システムを分けて示してある.

これはCCDカメラにより標本の画像デｰタを作成し自

動計測を行う標本管理的な色彩の強いツステムである.

インテリジェントタｰミナル群にはグラフィックディ

スプレイJ-STARなどがある1これらはほとんど

が直接または通信回線を通してIBMのメインシステム

と接続されている.

近い将来一つのワｰクステｰツヨンですべてが見ら

れあらゆる資料を検索できるようにする館内ネットワ

ｰクの完成を予定している.

4.計算機システム

図6に民博のコンピュｰタシステムを示す.民博で

は昭和54年にメインシステム用コンピュｰタとして

IBM370-138を導入した･その後昭和55年にはこれ

をIBM-4341に更新しさらに昭和56年には画像情報処

理用として同じIBM4341をもう一台導入している.

磁気ディスクは30GBの容量を持っている.端末機約

80台のうち半数が5550であるということだ(図7･8).

デｰタベｰスと統計処理などを扱うメインシステムは

1986年7月号

5.デｰタベｰス

民博の所蔵資料には図9に示すように標本資料

映像音響資料文献図書資料HRAF資料のようだ種

類がある.これらの資料に対して図10のようだデｰタ

ベｰスを作成し世界の諸民族の文化と社会に関する検

索ができるようになっている.

説明の都合上HRAF資料から述べよう.HRAF

とはHumanRe1ationsAreaFi1esの略で世界の諸民

族に関する基礎的た文献資料のファイルである(図11).

特定の民族の記載的研究報告(民族誌)について前記の

ようだ衣食住や家族形態だとの民族学で扱う事項を900

近くに分類し各事項について記載されているぺ一ジの

コピｰを集めてファイルしたものである｡地質学でい

えば地域地質研究報告のような本の各へ一ジにたと

えほr花開岩｣とか｢年代｣とかの事項をコｰドで記入

してカｰドとしたものである.各民族について同じ

コｰド番号の付いた事項を次六と見て行けばその事項

についての比較研究が容易にできるわけである｡

このファイルでは文字2桁と数字2桁で地域分類を

そのあとの数字3桁で事項分類のコｰド付げをLてい

る.このコｰドはOWC(Out1ineofWor1dCu1tures)

と呼ばれ図書等の分類にも広く用いられている.こ

のファイルの作成は1935年から始められ米国に本都

がある･民博はそこの正会員とたっている日本でただ

一つの機関である･これまで320地域約6000冊カｰ

ドにして350万頁の民族誌がファイル化されたというこ

とである.地質調査所の2スパンくらいの部屋にい

っぱいにファイリングキャビネットが並んでいるのは壮�
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図7第1計算室

メインシステムと音響処理システムがある.

図8第2計算室

画像処理用の機器がある.

観である､これらのHRAF資料のテキスト内容に関の管理情報が約2万件学術情報が和洋あわせて13万件

するコｰド情報およびHRAF基本文献情報がデｰタと学術情報が多い資料である.

べ一刈こ順次入力されている(図10)･文献図書資料としては和書洋書あわせて約23万点の

標本資料については国内海外あわせて約14万点の資料ほかに雑誌6千種たどがある.デｰタベｰスに入力さ

をもっている･デｰタベｰスに入っているのは昭和れているのは約16万件である.雑誌や個六の論文に

60年6月現在で管理情報約12万件学術情報約8万件っいてのデｰタベｰスはこれからの様である1

である･民博が収集する標本は年に1万点の割合で図書室では書名ヵ一ドや著老名ヵ一ドだとのヵ一ド

増加していると言うことである･標本管理情報は必類は廃止されていて端末機で検索をして必要な図書

要な時に引き出されて標本学術情報デｰタベｰスの作成を見付け出すことができる.貸し出Lカウンタｰの前

や標本画像処理システムで使用される.には検索用として洋書用2台和書用2台の端末機が

映像音響資料ではレコｰド･テｰプ･フィルムだと置かれている(図12).書名や著老名などは購入申込み

をした時点からデｰタベｰスに

所蔵資料とデｰタベｰス件数書き込まれ発注済なのか受

(凹書手口60角三6月ユ日…星7E〕

げ入れ作業中なのかたどとい

う情報も見ることができる.

図書の分類には地質調査所

のようだUDC10進分類はほと

んど用いられておらずHRA

FのOWCが用いられている.

これは民族学がUDCのきわ

めて狭い分野Lか割り当てられ

ていないことOWCという便

利たものが作られていたためで

あろう｡

図13に庸報検索の例を示して

おこう.端末機の画面に示さ

れているメニュｰによってデｰ

タベｰスを選択する.文字情

報のデｰタベｰスはIBMのST

AIRSにより管理されSTAIRS

HRAF:H.m｡｡R.1.H｡｡｡A爬｡Fヨ1｡｡の略､世界の諸民族に関する基礎的な文献資料のファイル･を日本語用に改訂することによ

図9国立民族学博物館所蔵資料とデｰタベｰス件数り表示と印刷は漢字が使用で

デｰタベｰスの入力項目は必要最小隈にしぼることがコツのようであるきる･図13の例では壷という

1986年7月号

資料名�資料の種別�所有資料数�情報の種類�デｰタ件数

標本資料�海外資料�66,293点��

�国内資料�7!,723�管理情報�ユ23,372

�計�138,Oユ6�学術研究情報�80,458

映像音響資料�レコｰド�26,236点��

�テｰプ(言語)�5,032�管理情報�21,646

�テｰプ(音楽)�ユ,472�学術研究情報(和)�38,476

�フイルム(ユ6ミリ)�2,380��

�ビデオカセットテｰプ�94!�学術研究情報(洋)�88,480

�言十�36,061��

x献図書資料�和書�ユエ2,421冊��

�洋書�ユ22,ユ94�文献情報(和書)�77,679

�計�234,6ユ5��

�和雑誌�3,02ユ種��

�洋雑誌�2,987�文献情報(洋書)�8ユ,549

�計�6,008��

�マイクロ写真資料�825種��

HRAF資料�テキスト(原典)スリップ�681,519枚��

�文献情報スリップ�5,71ユ�テキスト情報�672,655

�計�687,230�文献情報�5,447�
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キｰワｰドにより異なるデｰ

タベｰスを検索している.

佐藤･村田･小玉･渡部

昭和60年4月1日現在

6.標本画像処理システム

地質研究にとって露頭観察

と試料標本が重要であると同様

に民族学でも標本は非常に貴

重なものである.そのために

標本の自動計測や標本資料の

比較研究に役立つ標本画像処

理システムが導入されている

(図14).このシステムは標

本管理情報デｰタベｰスとリン

クされていて標本の正面･側

面･平面および鳥臓1の画像寸

法･重さのデｰタが簡単た操作

で計算機に取り込まれファイ

ルされるシステムである.民

族学では標本の画像デｰタは

とくに重要で

とは画期的である｡

機械の操作は

の訓練で利用可能とたる.

タルカメラで行われ

カメラはカラｰの烏賊画像用

面用

標本は1辺が5cm以上

本の約85房が

資料名�情報の種類�デｰタベｰス名�件数�検索項目

標本資料�管理憎鞭�SPIJ�123,372�標本名の他,入手先名,収集方法,収蔵場所など管理に関する情報

ψ�掌術研究憎鞭�SPAJ�68,235�標本名の他,使用地,使用民族,使用法,OWCなど研究に有用な情報

映像音裸資料�管理情報�MAVI�21,646�題名の他,発行年,発行地,規格など管理に関する情報

カ�学術研究傭報(和)�AVAJ�36,189�題名の他,収録内容,演奏者,OWCなど内容に関する情報

〃�学術研究情報(洋)�AVAA�83,137�題名の他.収録内容,演奏者,0WCなど内容に関する情報

文献図書資料�文献情報(和)�BKIj�77,679�書名,著者名,NDC,0WCなど

ψ�文献惰鞭(洋)�BKIA�79.894�書名,著者名,使用言語,DC,OWCなど

HRAF資料�テキスト備鞭�HTSA�672,655�テキスト内容に関するコｰド情報

4�文献情報�H11A�5,447�1次資料に関する惰鞭

その保存･検索が出来るようにたったこ

質問応答形式で行われるためにわずか

画像入力は高解像度デジ

画像から寸法計測が行われる.

モノクロの正面および側

そノクロの平面用の合計3台が使われている.

3辺がともに100㎝以下で

重量は1g-30kgの範囲のものである.民博にある標

この範囲に入るとのことである.

図11HRAF室

民族学の基本文献(民族誌)をべ一ジごとに事項コｰド

を付けてカｰド化Lたものである.民族ごとにいくつかの

引出しカミ割り当てられている.

図10デｰタベｰス名と検索項目

7.国立民族学博物館の組織

民博の現在の組織構成は管理部･情報管理施設･第

1一策5研究都とたっている(図15).副館長と事業部

についてはまだ実現していたい.運営については

内部の組織として運営協議員外部の有識者で構成され

る評議員と企画委員がある.これらは館長の諮間機関

である.管理部は地質調査所でいえば総務部にあたり

図12図書室

カウンタ前の検索用端末機.検索できるのは単行

本で個々の論文についてはデｰタベｰスは作られてい

ない.その理由はHRAFという基本文献カミあり

デｰタベｰス化されているためと思われる.
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情報検索の例(日本語端末の場合)

カ■トｰs宮qI01

記入右

目卒ω判囲

唱本名

岨岨憧片

咄宮市川11

則』

��<国立民族学博物館デｰタベｰス検索〉�

��傘文献情報(和書)一一一一一→11�

��禽文献情報:一覧式一一一一一→2�

��令標本管理情報一一一一一一一→3�

��禽標本学術研究情報一一一一一→4�

��令映像音響管理情報(和･洋〕→5�

��禽映像音響学術研究情報(和)→6�

��禽終了一一一一一一一一一一→7�

��選択番号:�

�ツボで検索��

!o亜11i�｡舳WOOO"2]lOOCuHEHT･sH0･高｡oヨ22�10F〕�

�OHC･O｣正｡帥･1舳昌L71oo�E匡IJOO054`^ヨOOCuH厘HT,10F4ウウ化H0･11623ヨ■�

�PBL･1"2P肌一H0自Eu-o�]レO}ヨ),シノ里1L〔H0≡'�

�R一川･1"5-ll-21P用C･16ヨOO�IsEH･ラヨカH01sIH-1島5■�

��リヨ"1)コｰ･JPHOHC,�

]ウ〃"百1,09.1つ六高明1聰纈].09,lO�酬｡≡イｰ4-ooコ22CHi��

�T-TLE↑oP-m皿r虫一{邊のI百蜴〕SER1ESEC�"メイ壼･を景石州:南カ台自民俗芽ヨ,榊イ[ヨ分直一{羽〕�

11現物j汕;手パｰ山コ'〕�PROOSchu呈一EF.M.{Prod.亘i∫亡hu星1苧r.O.{PrOd.〕�シ"^.)竈京1三智堂､1944王イ)ヨう,`]ウ図版､370P;18om�

i二売'ツボ�P肌一BYlWF(O拮rm乱ny〕則閉HS}P�力,ヨ手ユ併前方竈刊…'ヨメイツ^11亨ツ螂ムラ:才〕{`う9イつ〕ミ)ソ■うコう�

'"キコウ“咋々^■高則��手ヨ抑〃コ｡コ'州イチ{手ヨj,エッ^.)トつ‡ヨウ1,沈イド'ウ.19“�

･.12,157t.i2.lr�TnLETOPF㎜]=Oハノイ手パ〕s臣R1互sE仁�タイ…'ヨづ…''コウユ'ハ).3TOP:18CHカ…'ヨ手ユウ手ナ淋.ウ"加�

�P皿OOSCHuS11≡R.H.=P旧OO.〕=昌CH1｣STER.O.=P日OO.〕P肌一筥Y三冊{OERH㎜,�〕一)岬]百2.22毛1TSu�

=〕亭^'一助つココ"帯バｰル1161S1甘h岨�刷=RHs皿デ�○阯'006011■�E㎜〕OFDOCljH】…HT

標本学術研究情報DBの検索結果

映像音響管理情報DBの検索結果

民欄巧

図13情報検索の例

右上のメニュｰによりデｰタベｰスの選択を行う.下の段は

文献情報(和書)DBの検索結果

各デｰタベｰスの出力例.

部長を含めて38名の定員である(図16)･庶務課に庶務･

人事･共同利用の3係会計課に主計･監査･経理･用

度の4係施設課に建築･設備の2係企画課に普及･

図14標本画像自動処理装置

右奥が3台のデジタノレカメラをそたえた画像入力ステｰ

ジ･左側の操作卓ではモニタｰ画面を見ながらライト調光

テｰブルの回転カメラ位置および角度の変更たどを行う.

入力された画像から高さ･幅たとの値を算出し画像ととも

にファイルされる.

事業の2係展示課に陳列･製作の2係がある.これ

でみると企画課は地質調査所の企画室とは性格カミ異次

り普及講演会の企画だと展示以外の博物館活動を扱う

部署のようである.

情報管理施設は地質調査所には対応する組織がたい.

強いて言えば資料室･地質部標本課･企画室電算機管

理室･地質情報解析室を合わせたようた組織であるが

役割や人員構成などは大きく異たる.人員は17名で

全員行政職である.資料室は文献図書･映像音響資

料･標本資料の3係で文献図書係は係長を含めて3名

標本資料係は4名である･技術室は電子計算機･標

本整備･展示技術の3係がある.

研究部は第1から第4研究部までが地域区分第5

研究部が事項区分にたっている.教授26名助教授21名

助手16名合計63名の定員であるから地質調査所の研

究職よりも著しく逆三角形の構成とたっている.

民博の定員は館長を含めて119名であるが実際に

館内で働いている人は展示場のガｰドマンを含めて300

人ほどとのことで定員の1.5倍の非常勤または請負の人

がいることにたる･実際標本自動計測の部屋にも図書
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コンピュｰタ民族学*

図15国立民族学博物館の組織

情報管理施設が部相当の組織として位置付けられて

いる.

区分館長教授助教授助手小言十事務官

室にも働いている人は多い.臨時職員は地質調査所

のように5ヵ月で交代ではたく途中に短い勤務したい

期問をはさみながらも3年くらいをめどに勤務できる

ようである.雇用形態や待遇の善L悪しは別として

技術の継続性や人材の確保のためには当所でも検討し

てもよい問題ではたかろうか.

民博の年間予算は約30億円(図17)である.地質調査

所の年間予算は約45億円と言われているが定員で割

った一人頭の予算でみると民博は地質調査所の倍以上

とたる.それだけの仕事をするためにぽ人間も必要で

あろう.また計算機のレンタルやメンテナンスの費

用プログラム作成費デｰタ入力費などの情報管理施

設を通る予算は年間約10億円に達するとの事である･

8.情報管理施設

総人員

館長

管理部

情報管理施設

研究部

�����

(lO(1O(2①

1一一1

㈶㈱��

〰��㈰

多数の標本･図書･計算機を管理し便利に使用でき

るようにしておくために情報管理施設は非常に重要た

役割を果たしている.ここでは前述のデｰタベｰス

の作成とメンテナンスおよびデｰタ入力の総てを担当し

ている.標本や図書のデｰタ入力は定常的に行わな

ければたらたい業務である.

しかし別の見方をすれば地質調査所で行っている

ような標本管理や図書の業務を進めていく時にその作

業過程でデｰタベｰスが作成されそれを使用して作業

能率を上げ結果として民族学の研究にそのデｰタベｰ

スが役立つようにたっていると見ることもできる.デ

ｰタベｰス作成が目的なのではたくデｰタベｰスは作

業過程に使用する便利た道具あるいは書類の一種であ

技官合計ると考えるべきである･

杉田助教授の説明によると民博の

㈹㈶

��

⑫0

�

㈸�㌸

ユ1617

�

�　

注()内は,客蜥研究都門の教官をあらわし外数である｡

図16国立民族学博物館の定員(昭和60年度)

定員の約15%が情報管理施設に配置されている｡17名の内文献図書係は

3名標本資料係は4名電子計算機係は3名である.定員の約1.5倍の人

が臨時職員あるいは請負の職員として館内で働いている.

デｰタ入力は研究老と密接た連絡をと

って情報管理施設が行うことになって

いると言うことである.この連絡の

ために管理部を含めた委員会組織が

あって研究部からは研究老が使う

という観点からの要求が出され協議

のうえ実行される.たとえば標本

のデｰタなどでもデｰタの入力は

研究者には任せておかないということ

である.研究都では人が変わると引

き継ぎがないためにデｰタ入力の継

続性が保てないのである.ただし

標本の管理情報デｰタベｰスの場合で

も標本名･入手先名･収集方法だと

は研究老がカｰドに記入する.標本
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区分48～5657
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(単位:百万円)

5960合計

1.λにイ手う経費

2.運営費

(1)標本資料等収集費

(2)展示施設経費

(3)その他

3.設備費
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図17国立民族学博物館の予算

人件費の割合が低い･計算機のレンタル料やデｰタ入力の外注費などの

情報管理施設にかかわる予算は年間約10億円にのぼるとのことである.

の学術研究情報デｰタベｰスの場合はさらに何枚もの

カｰドを研究者が書いてそのカｰドの情報を入力Lて

もらいあとで研究に使えるようにしておく.

9.地質情報

民博では二一ズが明瞭てたい段階でハｰドが用意さ

れたという特異た経緯がある.新しい時代に構想され

た民博は新しい時代の研究環境を手に入れることが出

来た.民族学は人間の使う道具を扱うが計算機も

道具の一つであるということである.コンピュｰタ民

族学の杉田助教授はr欠きた環境があれば欠きた使い

方ができる.小さたハｰドではそれに見合ったシス

テムしかできたい｣と言われた･創立100年を越え

た地質調査所も新しい時代に活動するためには古い殻

を捨て新しい道具を手に入れて新しい役割を荷たう

べきではなかろうか.

民博の独自に構築Lたデｰタベｰス群に比較すると

地質調査所の情報環境はまだ建設に取りかかったかど

うかという段階のように見える.たくさんのデｰタベ

ｰスが研究老に利用可能の状態になっていれば研究の

能率が上がるであろう.たとえば岩石の分析値のデ

ｰタベｰスを使えば研究対象と別の岩体の組成や形成

過程の比較をすることも容易にたるだろう､そのよう

た研究環境を早急に作り上げたいものである.

4ユ.2!2

地質調査所の研究が効率よく行われれぱそれだげで

も社会に役立つことにたるがそれだけでたく研究に使

用したデｰタベｰスを公開することによっても社会に役

立つことになる･たとえば文献デｰタベｰスはその例

である.

地質調査所ではRIPSも使われているが各研究室に

大量のマイコンが入っている.いまや行政職も含めて3

人に1台の割合で導入されている･これは大変積極的

で喜ばしいことと思うが半面もうそろそろマイコン

の持つ長所短所について考え直して見る時期に来ている

のではたいだろうかとも思う.ソフトウェアやデｰタ

の共同利用に不便さがあるからである.

当面の地質調査所の情報に関する課題としては

1)研究に必要た地質に関するデｰタベｰスの構築

2)地質デｰタ処理のためのソフトウェアの整備

3)ソフトとデｰタの共同利用のためのルｰル作り

などが挙げられよう.地質調査所はすでに幾つかのデ

ｰタベｰスを持ち情報に関連した研究もかなりの数が

進行中である･事態は着々と進行しつつあるが計算機

を道具として地質調査をして地質図が描けるようた目

が早く来てほしいと思う.
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